





















１．英語活動スタート（平成 6 年度）  
 













鳴門教育大学小学校英語教育センター紀要　第４号,  51−60,  2013
音声で言える表現を 
読んでみると・・・ 
 1 Hello 
 2 What's your name? 
 3 My name is Ken. 
 4 I'm Emi. 
 5 Good morning. 
 6 Thank you. 
 7 Here you are. 
 8 What sport do you like? 
 9 Nice to meet you. 

















２．「５・４制」で第６学年の英語学習を変える（平成 14 年度） 
 
















がりが見られた（図１）。   【図１ 英文を見て音読できる調査（６年 H22 年度）】  
 
３．教科「外国語」として小中連携（平成 23 年度） 
 










































































































































【図２ ３つの単元設定の視点と前期・後期のつながり】  









 ・基礎・基本の定着  
 ・生徒の内発的な表現活動  
・異学年交流









































































Do you have 
“a”? 
Yes, I do. 






monkey, monster, mouse 







Circle Words Card 
 
 ｄ 
What’s this letter? 
ｃ！  ｄ！  
Move right, please. 
あ！d と o と g！ 
つなげたら dog になる
− 55 −


















く て よ か っ た の
で，少しずつ覚え
る こ と が で き て
よかった。  
・これから役に立つ
の で 早 く 覚 え た
い。  
・読んだり書いたり
す る と そ の 日 に
習 っ た 英 語 が す














































































































































パ フ ォ ー マ ン
ス評価 
事後評価 
チ ェ ッ ク リ ス ト
（小） 


































































































に 動 き な が ら
歌えます。  














































【図 10 「英語を学習することが好き・どちらかというと好き」】 
（２） 児童英検における客観的調査に見る「英語を理解する力」 
平成 25 年度に小３～６年が児童英検を受けた結果である。BRONZE，SILVER ともに，
「語句」「会話」「文字」において，全国平均よりも得点が高く，理解力の高まりが見られ




































































○「全体会」（月１回程度）             









動の在り方，教材の有効性を学ぶ(図 13)。                          
○「英語力・英語運用力向上研修」（放課後の自主研修と 
して月２回程度） 
ALT との会話や英語劇等，教員自身が英語に多く触れる。また，クラスルームイン
グリッシュなど，指導に必要な英語の練習をする。  
 
教員は，研修を通して指導方法を学び，これらの研修が有益であると感じている。
教員が指導に慣れるにつれて，課題は「自分自身の英語力や英語運用力を向上させる
ことである」という声が多く聞かれた。 
  
10．成果と課題 
 
 学習内容の明確化，指導法の確立，発達段階に沿った段階的な文字の扱いにより児
童が英語を理解する力が高まった。また，地域発信型単元等，学んだことを実際に使
う場の設定が学習意欲の向上やコミュニケーションへの積極的な態度の育成につなが
った。 
このように，児童・生徒の姿には一定の効果が見られたが，同時に小学校段階では
「適切な授業時数」や「評定の在り方」が，小・中接続部分では「中学校第１学年の
学習内容をどの程度小学校に取り入れるか」という点が課題となった。今後，比較研
究ができる大規模校でのさらなる研究に期待するところである。 
今回の研究において，日々の実践を含む校内での研修が，教員の指導力向上につな
がった。教員が一生懸命取り組むほどに，行きつく課題は教員自身の英語運用力をつ
けたいという思いであり，小学校の教科化に向けては，指導者の研修がいかに大切で
あるかが再確認された。  
【図 13 「英語で家庭科」の
言語活動を実践する教員】
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